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で
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人
々
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※「闇の絵本」は休載いたします。
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小
路
幸
也	

三
兄
弟
の
僕
ら
は（
終
）

父
に
別
の
家
庭
が
あ
る
事
を
知
っ
た
僕
ら
は
、彼
女
達
の
た
め
に
あ
る
決
断
を
す
る
。 
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感
動
の
最
終
回
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載
小
説
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井
ま
か
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朝あ
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星ぼ
し
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し

❷

祝
言
の
翌
日

─
。朝
か
ら
洋
食
を
食
べ
る
草
野
家
に
、ゆ
き
は
目
を
丸
く
す
る
。

坂
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ー
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編
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、一
回
休
み
❷

部
下
か
ら
セ
ク
ハ
ラ
と
訴
え
ら
れ
た
喜
多
川
を
、別
件
の
仕
事
の
ト
ラ
ブ
ル
が
襲
う
。

あ
さ
の
あ
つ
こ	

お
い
ち
不
思
議
が
た
り
　

旅
立
ち
篇
❸

お
キ
ネ
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
。青
ざ
め
る
お
い
ち
の
許
に
、田
澄
十
斗
が
訪
ね
て
く
る
。
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村
を
越
え
て
髭ひ
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か
せ
る
者
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エ
ト
ロ
フ
を
め
ざ
す
徳
内
。一
方
、ソ
ウ
ヤ
で
は
大
石
逸
平
が
悲
劇
に
直
面
し
て
い
た
。

宮
部
み
ゆ
き	

冥め
い

土ど

の
花
嫁
　

そ
の
二
　

き
た
き
た
捕
物
帖
⓮

北
一
は
自
ら
文
庫
を
作
り
、売
る
こ
と
を
決
意
し
、絵
師
を
探
し
始
め
る
の
だ
が
…
…
。
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緋
色
の
壺
　

そ
の
一
　

献け
ん

残ざ
ん

屋や

佐
吉
御
用
帖
�

八
月
十
四
日
、夕
餉
も
終
わ
っ
た
後
の
寺
田
屋
に
扇
屋
の
番
頭
が
訪
ね
て
き
た
要
件
と
は
。

宮
本
昌
孝	

天あ
ま

離さ
か

り
果は

つ
る
国く

に
�

白
川
郷
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
。七
龍
太
は
そ
こ
で
徳
川
家
か
ら
の
誘
い
を
待
っ
て
い
た
。
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